PGPLOT Example 4: Histograms (Gaussian)
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one point advice


one point advice


one point advice


one point advice


one point advice
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定する。

one point advice
Ｘ、Ｙ軸の目盛りを、この例では ヒストグラムを描くサブルーチンである PGHIST を利用して描いている。

PGHIST では、最後の引数を 0 にしておくと内部で自動的に PGENV が呼ばれ、軸の範囲と目盛りなどの属性が引き渡される。

この場合、Ｘ軸の範囲は PGHIST の第３，４引数で決まり、Ｙ軸方向の範囲は与えたデータにしたがって pgplot が勝手に決める。目盛りの間隔なども、pgplot が決める。

ソースコードの初めの PGHIST の部分を参照のこと。


one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。

one point advice


one point advice


one point advice


one point advice


one point advice
この白抜きのヒストグラムは、ソースコードの

  CALL PGHIST(1000,DATA,-3.1,3.1,31,0)

の部分で描かれている。最後の引数を 0 にすることにより、ヒストグラムの作図に先立って PGENV が呼ばれ、座標軸や目盛りが描かれる。PGENV が用いられるため、軸の目盛りの間隔などは変えられない。同時にこの"0" はヒストグラムを塗りつぶさないことを意味し、この例ではこれより前で色指定をしていないので黒(色の既定値)の輪郭で描かれている。


one point advice
この灰色のヒストグラムは、ソースコードの

      CALL PGSCI(15)
      CALL PGHIST(200,DATA,-3.1,3.1,31,3)
      CALL PGSCI(0)
      CALL PGHIST(200,DATA,-3.1,3.1,31,1)

の部分で描かれている。PGSCI と PGHIST が対になっていて、初めの一組で灰色(PGSCI の色指定子が"15")で塗りつぶし(PGHIST の最後の引数が"3")たヒストグラムを描き、次の一組では同じデータについて、輪郭が背景色(PGSCI の色指定子が"0")で中を塗りつぶさない(PGHIST の最後の引数が"1")ヒストグラムを描いている。

この２段階の処理により、結果的に内部を灰色、輪郭を白(背景色)で描いたヒストグラムが描かれている。


one point advice


one point advice
線を引くには、PGLINE を用いる。

advice
このサンプルでは、PGHIST というサブルーチンを使って頻度分布(ヒストグラム)を描く例が紹介されています。属性を指定するサブルーチンを使って、色や塗りつぶしのスタイルを変えることが出来ることが示されています。

ソースコードは pgex04.f です。

黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明を見ることが出来ます。


